
長野幼稚園の教育目標   心やさしく 自分の力で やりぬく子 

「元気な子」「仲良くする子｣「考える子」
令和５年１１月３０日
磐田市立長野幼稚園 

異年齢交流が盛んです 
小規模園であるため、他学年との交流の機会を増やし、育ち合いにつなげていま
す。異年齢交流は、ルールや方法、思いやり、いたわり憧れ、感謝の気持ちなど、知
識や感情の育みにつながります。そしてそれらは、次年度に継承されていきます。 

 各クラスではお話遊び、楽器遊び等の表現遊びを楽しんでいます。クラスには、表現遊びで使う
物が置かれていて、子どもたちはそれらでごっこ遊びをしたり、歌やセリフを口ずさんでいたりと、表現
することが自然と生活の中に入り込んでいます。 
子どもは、心を動かすような体験をする中で、感じたことを自分なりに表そうとします。保育者は、
幼児の素朴な表現を丁寧に受け止め、一人一人の感性を大切にしながら表現していく過程を細
やかに捉えてきました。子どもたちは、伸び伸びと表現する喜びを味わい、友達と声を合わせる心地
よさを感じており、さらに心のつながりも育っているように思います。このことは、小学校以降の学習
や生活、人との関わりの基盤になっていきます。12 月のお楽しみ会は、発表会ではありませんし、
表現遊びを練習と捉え、できるようになった結果をほめてもらうための行事でもありません。表現遊
びは、自発性、主体性、創意工夫、協調性などを育む遊びの一つです。「大きな声で歌い、言葉
を言っている。」「間違えないで〇〇をしている。」などの評価ではなく、お子さんが楽しんでいる素朴
な表現をたくさん感じてください。「よかったよ」「すてきだったよ」といったほめ言葉はうれしいものに違
いないですが、「あの○○はどうやって作ったの」と質問したり「お母さんも○○の楽器やったことある
よ」と表現遊びを媒介にして楽しく会話をすることが、子どもが自分の表現のよさに気付いたり、さら
なる表現を工夫したりすることにつながります。当日は、子どもたちの喜びや自信につながる素敵な
時間になることを願っています。 

普段の遊びでもお面をかぶ
っている年少さん。 
「もぐもぐ…おいしいね 」

 年長組は小学生と交流。10月の昼休
みには、年長児と小学生でリレーを楽し
みました。その後も交流が途切れること
なく、今は、一緒にドッジボールを楽しん
でいます。「強く投げるのは、小学生同
士だけね 」と園児を気遣ってくれる小
学生。入学前から児童と触れ合うことで
安心し、入学を楽しみにできるようにな
ると思います。

年中組は年長組と一緒に給食を食べ
ています。給食当番の仕方、食事のマナ
ーなどを自然に覚えます。今後、年少組
も仲間入りしていきます。

未就園児のお客さんがお店屋さんごっこ
に仲間入り。小さい子に優しく遊び方を
教えている園児たち。 
年少組も、「大丈夫だよ 」「私がいるか
らね 」「僕もいるよ 」と口々に小さい子
に声を掛けていました。この言葉には先生
もびっくり。一番小さい年少組も、少しず
つ新しい友達を迎える心の準備ができて
いるようです。

 今月、家庭教育出前講演会講師のキッズハピネス山本真巳先生がご来園し、以前
保護者の方に書いていただいた質問に答えてくださいました。（回答は別紙）また、キッ
ズハピネスホームページ（10月24日～）でも見ることができます。他園からの質問も掲
載されています。参考になりますので、ご覧いただくとよいと思います。さて、その際、1 冊の
本を紹介していただきました。『ユダヤ式「天才」教育のレシピ』です。題名を聞くと、天才
をつくるお話かと思われがちですが、本の与え方、学ぶ楽しさの伝え方、子どもをよく観察し
て、子どもが興味のあることを深められるようサポートすることなど、基本的なことが、コンパ
クトに書かれています。子育ての基本を確認したい場合にピッタリだと思います。職員室に
ありますので、読んでみたい方はお声掛けください。 

 他クラスの先生とも遊びます。年少・年中組が
長縄で遊んでいると先生も応援 いつも以上
に力が湧いて「もっとやりたい 」と子どもの気持
ちも高まります。 



12 月 師 走                                          磐田市立長野幼稚園
日 曜 給 行 事 予 定 ☆保護者が関係する行事です
1 金 〇
2 土
3 日
4 月 弁 防災食体験
5 火 ○ ☆お楽しみ会・懇談会（年少)
6 水 弁 ☆お楽しみ会・懇談会（年中）
7 木 弁 ☆お楽しみ会・懇談会（年長）
8 金 ○ 触れ合い保育(餅つき） はいチーズ
9 土
10 日
11 月 ○ 触れ合い保育 羊のマスコット作り（年長）
12 火 ○ 未就園児招待保育④
13 水 ○ 避難訓練 ☆絵本読み聞かせ
14 木 ○ ☆年長ボランティア（窓拭き）8:45～
15 金 〇 クリスマス誕生会 はいチーズ ☆子育て相談日
16 土
17 日
18 月 〇
19 火 〇 給食・弁当終了
20 水 × 11時降園 ☆預かり保育引落(１１月分）
21 木 × 終業式 ☆親子絵本講座11:00~ 冬休み絵本貸し出し
22 金 × 冬季預かり保育
23 土
24 日
25 月 園納金引落
26 火
27 水
28 木 預かり保育終了
令和6年1月 睦月
4 木 預かり保育
5 金 預かり保育
6 土
7 日
8 月 成人の日
9 火 × 預かり保育
10 水 × 始業式 年長卒園記念写真撮影 年長児傘使用開始 １１時降園

11日 羊のマスコット作り（年長）
磐田農業高校生と一緒に羊の毛を使いマスコット作りをします。13時50分終了
予定ですが、場合によっては、14時を過ぎてしまうことも考えられますので、ご承知
おきください。保護者見学は13:30から可能です。希望の方はお越しください。

４日 お昼に防災食を食べます。 持ち物は、園便り11月を ご覧ください。

冬休み用に、一人３冊まで絵本を借り
ます。園児が借りてきた本の題名は、保
護者の方が絵本カードに記入をしてくだ
さい。絵本とカードは、休み明けに持って
きてください。

3学期保護者保育体験希望者募集 
2学期3名の保護者の方が保育体験をしました。下記保護者の方の感想です。
・自分の子どもが園でどのように過ごしているのか分かった。同じクラスのお友達のよいところをたくさん感じたり見つけられたことがよかった。
・先生の子どもに考えさせる関わりは、自分もいつも気を付けることだったので、共感をもった。
・アドラー心理学の子育て本にあった、「勇気づける」「子どもを信じると」という事を身をもって体感した。
・放送当番の楽しかったことの発表で、メイン行事のことではなく、通常の遊びが楽しかったと言っていたことが衝撃的だった。何気ない事の
方が子どもにとって楽しかったりするんですね。
・全員が手を挙げて自分の意見を言っていたことに感動した。
・子どもに学ぶことも多く、学びの多い保育体験だった。

磐田農業高校保育触れ合い保育（餅つき）について
磐田農業高校の先生と一緒に餅つきをします。臼でついたお餅は、鏡餅などにします。子どもたちは、餅つき機で作ったお餅を食べます。
お餅を食べたことがない子は、家で食べる経験をしてみましょう。また、お餅を食べることに心配がある方は、担任までお申し出ください。

冬休みの預かり保育について
緊急預かりで希望される方は、申し込みカードに記入し、12月8日(金）までに園に提出してください。冬休み預かり保育の手紙をお渡
しします。受け入れは8 30～16 30です。但し、土日、祝日、年末年始（12月２9日～１月３日）は実施しません。通常預かり保
育の方で、欠席する日がある場合は、早めにお知らせください。よろしくお願いします。

感染予防について
感染症が流行しやすい時期となりました。お子さんの健康状態を把握し、熱や咳、下痢、嘔吐等がありましたら登園を控え、早めに医療
機関に受診するようお願いします。園では風邪予防のため、１２月からお茶うがいに力を入れていきます。お手数ですが、水筒は、緑茶を
入れて持たせてくださいますよう、よろしくお願いします。

※1月園便りは1月9日にコドモンにて配信します。給食便りは、1月10日に配布します。ご不明な点がありましたら、職員までお声掛けくだ
□さい。

「お父さん先生、お母さん先生」といっても、何か披露して
いただくという事はありませんのでご安心ください。

＜1月の行事＞
４日 預かり保育開始
10日 始業式、年長記念写真撮影開始 １１時降園

年長児雨天時傘使用
１１日 誕生会 鏡開き 年中・年長身体測定

１１時降園
１2日 通常保育 年少身体測定
□□□ 給食・弁当開始 １4時降園開始
１７日 避難訓練 ☆絵本読み聞かせ
１９日 ☆子育て相談日
２２日 ☆預かり保育引落（12月）
２５日 ☆絵本読み聞かせ ☆園納金引落
２６日 触れ合い保育 （お別れ会）
３１日 ☆絵本読み聞かせ

10日 年長卒園記念写真撮影について
記念写真を撮ります。
下記の服装で登園していただきますようお願いします。
・園服・えんじ色半ズボン・タイツ可・専門業者が撮影します。
※年長欠席の場合、理由によりますが、可能であれば撮影
□時だけ来ていただけたらと思いますので、ご協力ください。
※感染症の場合は、登園しないでください。 感染症で欠席
□の場合は、朝８時20分までに園に電話連絡をお願いしま
□す。
年少、年中の修了記念写真について
クラスの全員が揃った日に写真撮影をします。日程について
□は、担任よりお知らせします。 撮影は、職員がします。


